チャランケ通信　第144号　2016年9月12日
　「チャランケ」とは、アイヌ語で談判、論議の意、「アイヌ社会における秩序維持の方法で、集落相互間又は集落内の個人間に、古来の社会秩序に反する行為があった場合、その行為の発見者が違反者に対して行うもの、違反が確定すれば償いなどを行って失われた秩序・状態の回復を図った」(三省堂『大辞林』より)
 元参議院議員　峰崎直樹
　広島カープの優勝に感激、日本シリーズはファイタースと決戦を
冒頭、私事で恐縮ですが、広島生まれで広島育ちの自分にとって、約60年以上も前の昭和31年に初めて見たプロ野球の試合が広島カープ対国鉄スワローズ(古い名前で恐縮!)戦、以来一貫して応援してきた広島カープが9月10日、25年ぶりに優勝。4半世紀も優勝から遠ざかっていたとは知らなかったが、最初に優勝した1975年も球団創立26年目であったわけで、カープファンとしては本当に宿願であったことは間違いない。本当にうれしいことでした。
エース前健が抜けたことによって投手力が弱体化し、シーズン初めのペナント予想では、優勝すると答えた専門家・担当記者は殆どいなかったと記憶している。やはり、若手の台頭による投・攻・守・走のバランスが取れ、ベテランの活躍と上手くかみ合い、主力層にあまり大きな怪我もなくシーズンを突っ走った上での快挙だったと思う。これからも優勝争いを演じるチームとなって頑張って欲しい。特に、クライマックスシリーズも勝ち抜き、日本一を目指して出来ればパリーグは北海道日本ハムファイタースと闘って欲しい。札幌と広島という私にとって二つの故郷を基盤とするチームの戦いを、今から待ち遠しく望んでいる。その可能性は大きいと思う。
民進党代表選挙、札幌での候補者の演説会、討論会開催へ、

もっと骨太の理念が欲しかった
　さて、9月15日の民進党代表選挙にむけて、ブロックごとに拠点都市を選定し、今回立候補した3人の候補者が選挙活動を繰り広げている。北海道ブロックは9月10日札幌で開催され、大通り公園で市民に向けた演説会、その後ホテルに移って3人の候補者による政策発表、候補者間のディスカッション、さらには会場からの質問などに答える形で1時間半という短い時間ではあったが、多くの関心を集めることができたようだ。11日付の地元北海道新聞には、政治学者である吉田徹北大大学院教授が感想を述べておられ、「安倍晋三政権の経済政策アベノミクスで格差が広がるという不安に対し、教育や社会保障の分野で再分配を重視する考え方を示したのは評価できる」と見ておられるものの、他方「細かい政策の話が多く、対抗軸を示しているとは言えない。・・・」とされ「党の理念、もっと議論を」と述べておられたが、その通りだったように思う。
三人の候補者は、お互いに欠点をあげつらうのではなく、大変紳士的で仲の良い仲間の論戦という感じであった。もう少し、中身の違いについて、多少厳しめの相互批判があっても良かったのではないか、と思ったのは小生一人だけだっただろうか。3人とも、あの政権与党時代に民主党内の不一致や不団結、さらには党分裂という厳しい現実を経験されていただけに、一致団結・結束ぶりを示すことも重要なのではないか、という事なのだろう。今後の民進党のガバナンスの強化に向けて、それこそ一致協力して欲しいものだ。

気になる課題は年金問題、民主党時代の年金改革案はどうなったのか、「白紙からの見直し」という桜井調査会長発言の行方は?!
　そうした中で、一つ気になった事がある。憲法改正問題だとか、原発問題といった党内に存在する不一致な問題だけでなく、貧困や格差が拡大し始め、教育問題が深刻な状況になっているといった内政問題の中で、有権者にとって一番関心のある「年金問題」である。札幌会場において、3人の候補者で年金問題に触れたのは一番若手の玉木雄一郎衆議院議員だけであった。玉木候補は年金について、今次の国会では物価が上がれば年金を減額する法案が提出されている。こんなことを許していいのでしょうか、という趣旨の発言だったと記憶している。
それだけの発言で、本人の真意が確かめようがないので軽率な批判は控えなければならないのだが、今から2年前に当時の民主党の政調会長であった桜井充参議院議員が、2004年以来民主党が掲げてきた全額消費税による最低保障年金月額7万円というプランを白紙から見直してはどうか、という提案があったことを記憶している。その後、年金問題がどのようになったのか、十分に知り得ていない。2004年以来提起し続けてきたのだが、政権交代を経てもその中身は十分に確定することなく、野党側からの厳しい追及の中でその改革案が迷走し続けてしまった。ようやく実現した「社会保障・税一体改革に関する三党合意」の中では、民主党の案についても検討する事としてはいるものの、当時の与謝野馨元大臣曰く、「三党合意の中に残したのは墓碑銘」と発言されたように、今ではどのようなものであったのか論議の俎上に上ることもほとんどなくなってしまっている。
つまり、民主党は社会保障の中で大きなウエイトを占め、国民の老後生活の大部分を支えている公的年金の改革問題について、未だに確固とした中身が確立できていないまま民進党の結党に至っているようなのだ。玉木候補は、ホテルの討論会が終わった後で、小生から「マクロ経済スライドについて、どう考えているのか、きちんとすべきではないか、さらに、民主党時代の最低保障年金問題についても今どう考えているのか、国民の関心の高い問題だけに民進党内でしっかりと議論して欲しい」という趣旨の「立ち話」をさせて頂いた。民主党から民進党に変わっても、この年金問題についての説得力のある改革案を提示できていないのではないか、という疑念を強く持った次第である。
政権政党として、シンクタンクや党学校の設立を実現して欲しい
　それにしても、300人近い党員や支持者の方たちが参加するなかで、最後に参加者からの質問をしたいと手を挙げた人は確実に10人を超えていた。にもかかわらず3人程度に絞らざるを得なかったのであるが、こうした事実を見れば野党第一党である民進党に関する期待はまだ残っているようだ。政党にとって、「人材」と「政策」は「２大商品」である。今回の代表選挙は、総理大臣(?!)にしてもいい候補(人材)は誰なのか、その候補は何を(政策)しようとしているのか、という事に直結するわけで、関心はそれだけ高いものがある。願わくは次の総選挙向けの「公約」を作る過程でも、多くの党員・有権者の声を聴く場を作る必要があるのではないかと思う。
　と同時に、優れた人材を発掘するための「党学校」や優れた政策を作り上げていくための「シンクタンク」等も、民進党が政権政党に飛躍していくためには不可欠な政党インフラではないかと思うのだが、リーダーたちに是非とも検討して欲しい事柄である。

　蓮舫新代表が確実視される、堂々たる代表として民進党を牽引して欲しい、時代は女性のリーダーを求めている
　最後に、恐らく代表選挙は蓮舫参議院議員に決まるのだろう。世界を見渡しても、メルケルドイツ首相、イギリスのテリーザ・メイ首相、更にはアメリカでもクリントン大統領候補、最近では小池東京都知事と女性のリーダーたちが活躍する時代である。特に、小池都知事は豊洲移転問題などでも堂々と改革を進めているように各種報道からは見える。是非とも、野党第1党の党首として堂々たる論陣を張り、民進党の存在感を高め、次の解散・総選挙に備え、民進党をまとめ上げて欲しいと思う。
大いに期待したいものだ。                              
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